
寝屋川市保健所
保健予防課 感染症担当



「HIV感染」≠「エイズ発症」

エイズの発症HIVに感染
急性症状

概ね2-8週間

無症候性

キャリアの時期

数か月～数年

感染してもすぐにエイズを

発症するわけではありません。

一時的にインフルエンザに

似た症状が出ることがあります。

自覚症状がないまま、病気が進行します。

免疫力も徐々に低下します。

自分でも気が付かないうちに、

他人にうつす可能性があります。

健康であれば重症化しない

感染症にかかりやすくなったり、

悪性腫瘍ができたりします。

検査を受ける時期・わかること～こんなことでは感染しません～               
                                         

     
     

   

                 

               
          

       

                           



全国（２０２2年）
新規HIV感染者 690件
新規エイズ患者 288件
合計 978件

厚生労働省 令和４（202２）年 四半期報告より

HIV感染者およびエイズ患者の年間新規報告数の推移
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治療と学業・仕事等、
生活の両立のための工夫が必要

（生活設計の見直し）

サービスの受け入れ問題

・よく知らない
・経験が無い
・風評被害が心配
・うつるんじゃないかなど

治療は進歩しています
今では慢性疾患のひとつです



• 共有物品を分ける必要はありませんが、カミソリなど血液付着の可能性
があるものは個別で使用することが必要です

• HIVの消毒は消毒用アルコールが有効です

感染予防方法は…
①性感染予防ではコンドームの使用
②医療・介護現場では標準予防策の徹底
③母子感染予防では多剤併用療法と帝王切開

・福祉施設への受け入れを拒否する
・施設利用者共有のトイレや風呂を使わせない
・体を支えるなど、直接体に触れる介助を拒否する
・ケガをしても手当てを嫌がる など

不当な差別

受け入れ姿勢を高めるために！
・日頃からの話し合いをし、いつでも受け入れる準備をしましょう
・正しい知識を持つための勉強会、研修会に参加しましょう


